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９ 犯罪被害者等の人権について 

 

問 24 犯罪被害者やその家族の人権が尊重されていないと感じるのは、どのようなことについて

ですか。（○はいくつでも） 

犯罪被害者やその家族の人権が尊重されていないと感じることについては、「過度な取材等によ

るプライバシーの侵害」が 56.9％と最も多く、次いで「周囲の人の無責任な噂、偏見、差別」が

54.5％、「犯罪行為による精神的負担」が 46.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

56.9%

54.5%

46.9%

31.3%

27.7%

27.6%

26.0%

14.6%

0.6%

16.4%

3.7%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

過度な取材等によるプライバシーの侵害

周囲の人の無責任な噂、偏見、差別

犯罪行為による精神的負担

警察に相談しても、期待どおりの結果が

得られない

犯罪被害者自身が非難の対象になる

捜査や裁判による、精神的、経済的、時

間的負担

犯罪行為による経済的負担

刑事裁判に犯罪被害者等の声が十分に反

映されない

その他

わからない

犯罪被害者等の人権が尊重されていない

と感じることは特にない

無回答
全体（ｎ=998）

項目 度数 比率

過度な取材等によるプライバシーの侵害 568 56.9%

周囲の人の無責任な噂、偏見、差別 544 54.5%

犯罪行為による精神的負担 468 46.9%

警察に相談しても、期待どおりの結果が得られない 312 31.3%

犯罪被害者自身が非難の対象になる 276 27.7%

捜査や裁判による、精神的、経済的、時間的負担 275 27.6%

犯罪行為による経済的負担 259 26.0%

刑事裁判に犯罪被害者等の声が十分に反映されない 146 14.6%

その他 6 0.6%

わからない 164 16.4%

犯罪被害者等の人権が尊重されていないと感じることは特にない 37 3.7%

無回答 30 3.0%

回答者数 998

回答計 3085
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問 24 性別クロス 

 犯罪被害者やその家族の人権が尊重されていないと感じることについて性別でみると、最も回答

の多かった「過度な取材等によるプライバシーの侵害」を選んだ 568人のうち、「男性」が 41.2％、

「女性」が 56.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

42.5%

46.7%

41.2%

40.6%

41.8%

43.3%

42.0%

43.8%

50.0%

44.5%

51.4%

33.3%

54.5%

49.0%

56.3%

56.1%

55.3%

54.2%

54.3%

52.1%

50.0%

51.8%

45.9%

56.7% 10.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

犯罪行為による精神的負担（n=468）

犯罪行為による経済的負担（n=259）

過度な取材等によるプライバシーの侵害（n=568）

周囲の人の無責任な噂、偏見、差別（n=544）

捜査や裁判による、精神的、経済的、時間的負担

（n=275）

警察に相談しても、期待どおりの結果が得られない

（n=312）

犯罪被害者自身が非難の対象になる（n=276）

刑事裁判に犯罪被害者等の声が十分に反映されない

（n=146）

その他（n=6）

わからない（n=164）

犯罪被害者等の人権が尊重されていないと感じるこ

とは特にない（n=37）

無回答（n=30）

男性（n=425） 女性（n=542） その他（n=2） 答えたくない（n=12） 無回答（n=17）

項目（度数） 全体 男性 女性 その他
答えたく
ない

無回答 項目（比率） 全体 男性 女性 その他
答えたく
ない

無回答

犯罪行為による精神的負担 468 199 255 1 6 7 犯罪行為による精神的負担 15.2% 42.5% 54.5% 0.2% 1.3% 1.5%

犯罪行為による経済的負担 259 121 127 2 3 6 犯罪行為による経済的負担 8.4% 46.7% 49.0% 0.8% 1.2% 2.3%

過度な取材等によるプライバシーの侵害 568 234 320 1 7 6 過度な取材等によるプライバシーの侵害 18.4% 41.2% 56.3% 0.2% 1.2% 1.1%

周囲の人の無責任な噂、偏見、差別 544 221 305 2 10 6 周囲の人の無責任な噂、偏見、差別 17.6% 40.6% 56.1% 0.4% 1.8% 1.1%

捜査や裁判による、精神的、経済的、時間
的負担

275 115 152 1 4 3
捜査や裁判による、精神的、経済的、時間
的負担

8.9% 41.8% 55.3% 0.4% 1.5% 1.1%

警察に相談しても、期待どおりの結果が得
られない

312 135 169 1 3 4
警察に相談しても、期待どおりの結果が得
られない

10.1% 43.3% 54.2% 0.3% 1.0% 1.3%

犯罪被害者自身が非難の対象になる 276 116 150 1 6 3 犯罪被害者自身が非難の対象になる 8.9% 42.0% 54.3% 0.4% 2.2% 1.1%

刑事裁判に犯罪被害者等の声が十分に反
映されない

146 64 76 1 2 3
刑事裁判に犯罪被害者等の声が十分に反
映されない

4.7% 43.8% 52.1% 0.7% 1.4% 2.1%

その他 6 3 3 0 0 0 その他 0.2% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%

わからない 164 73 85 0 2 4 わからない 5.3% 44.5% 51.8% 0.0% 1.2% 2.4%

犯罪被害者等の人権が尊重されていない
と感じることは特にない

37 19 17 0 0 1
犯罪被害者等の人権が尊重されていない
と感じることは特にない

1.2% 51.4% 45.9% 0.0% 0.0% 2.7%

無回答 30 10 17 0 0 3 無回答 1.0% 33.3% 56.7% 0.0% 0.0% 10.0%

回答者数 998 425 542 2 12 17 回答者数

回答計 3085 1310 1676 10 43 46 回答計
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問 24 年代別クロス 

 犯罪被害者やその家族の人権が尊重されていないと感じることについて年代別でみると、最も回

答の多かった「過度な取材等によるプライバシーの侵害」を選んだ 568人のうち、「60～69歳」が

25.0％と最も多く、次いで「50～59歳」が 19.2％、「70歳～」が 18.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

項目 全体
18～29
歳

30～39
歳

40～49
歳

50～59
歳

60～69
歳

70歳～ 無回答 項目（比率） 全体
18～29
歳

30～39
歳

40～49
歳

50～59
歳

60～69
歳

70歳～ 無回答

犯罪行為による精神的負担 468 34 51 74 101 112 90 6 犯罪行為による精神的負担 15.2% 7.3% 10.9% 15.8% 21.6% 23.9% 19.2% 1.3%

犯罪行為による経済的負担 259 14 34 41 57 60 48 5 犯罪行為による経済的負担 8.4% 5.4% 13.1% 15.8% 22.0% 23.2% 18.5% 1.9%

過度な取材等によるプライバシーの侵害 568 44 65 95 109 142 107 6 過度な取材等によるプライバシーの侵害 18.4% 7.7% 11.4% 16.7% 19.2% 25.0% 18.8% 1.1%

周囲の人の無責任な噂、偏見、差別 544 40 59 90 105 141 104 5 周囲の人の無責任な噂、偏見、差別 17.6% 7.4% 10.8% 16.5% 19.3% 25.9% 19.1% 0.9%

捜査や裁判による、精神的、経済的、時間
的負担

275 19 33 57 67 55 41 3
捜査や裁判による、精神的、経済的、時間
的負担

8.9% 6.9% 12.0% 20.7% 24.4% 20.0% 14.9% 1.1%

警察に相談しても、期待どおりの結果が得
られない

312 28 44 61 63 64 48 4
警察に相談しても、期待どおりの結果が得
られない

10.1% 9.0% 14.1% 19.6% 20.2% 20.5% 15.4% 1.3%

犯罪被害者自身が非難の対象になる 276 30 33 47 65 57 40 4 犯罪被害者自身が非難の対象になる 8.9% 10.9% 12.0% 17.0% 23.6% 20.7% 14.5% 1.4%

刑事裁判に犯罪被害者等の声が十分に反
映されない

146 12 15 25 38 32 20 4
刑事裁判に犯罪被害者等の声が十分に反
映されない

4.7% 8.2% 10.3% 17.1% 26.0% 21.9% 13.7% 2.7%

その他 6 2 0 0 1 1 2 0 その他 0.2% 33.3% 0.0% 0.0% 16.7% 16.7% 33.3% 0.0%

わからない 164 8 5 20 28 43 54 6 わからない 5.3% 4.9% 3.0% 12.2% 17.1% 26.2% 32.9% 3.7%

犯罪被害者等の人権が尊重されていない
と感じることは特にない

37 2 3 3 4 7 18 0
犯罪被害者等の人権が尊重されていない
と感じることは特にない

1.2% 5.4% 8.1% 8.1% 10.8% 18.9% 48.6% 0.0%

無回答 30 0 2 2 2 8 14 2 無回答 1.0% 0.0% 6.7% 6.7% 6.7% 26.7% 46.7% 6.7%

回答者数 998 65 95 152 185 252 233 16 回答者数

回答計 3085 233 344 515 640 722 586 45 回答計

7.3%

5.4%

7.7%

7.4%

6.9%

9.0%

10.9%

8.2%

33.3%

4.9%

5.4%

10.9%

13.1%

11.4%

10.8%

12.0%

14.1%

12.0%

10.3%

3.0%

8.1%

6.7%

15.8%

15.8%

16.7%

16.5%

20.7%

19.6%

17.0%

17.1%

12.2%

8.1%

6.7%

21.6%

22.0%

19.2%

19.3%

24.4%

20.2%

23.6%

26.0%

16.7%

17.1%

10.8%

6.7%

23.9%

23.2%

25.0%

25.9%

20.0%

20.5%

20.7%

21.9%

16.7%

26.2%

18.9%

26.7%

19.2%

18.5%

18.8%

19.1%

14.9%

15.4%

14.5%

13.7%

33.3%

32.9%

48.6%

46.7%

3.7%

6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

犯罪行為による精神的負担（n＝468）

犯罪行為による経済的負担（n＝259）

過度な取材等による

プライバシーの侵害（n＝568）

周囲の人の無責任な噂、偏見、差別

（n＝544）

捜査や裁判による、精神的、経済的、

時間的負担（n＝275）

警察に相談しても、期待どおりの結果

が得られない（n＝312）

犯罪被害者自身が非難の対

象になる（n＝276）

刑事裁判に犯罪被害者等の声が十分に

反映されない（n＝146）

その他（n＝6）

わからない（n＝164）

犯罪被害者等の人権が尊重されていな

いと感じることは特にない（n＝37）

無回答（n＝30）

18～29歳（n=65） 30～39歳（n=95） 40～49歳（n=152） 50～59歳（n=185）

60～69歳（n=252） 70歳～（n=233） 無回答（n=16）
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問 25 犯罪被害者やその家族の人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いますか。特に

大切だと思うものを選んでください。（○は３つまで） 

犯罪被害者やその家族の人権を守るために必要だと思うことについては、「プライバシーに配慮

した取材や報道」が 58.4％と最も多く、次いで「犯罪被害者等の安全確保（仕返しの防止）」が 38.5％、

「犯罪を防ぐための施策の充実」が 29.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

58.4%

38.5%

29.7%

26.4%

21.0%

20.6%

16.5%

11.8%

4.8%

0.5%

11.8%

2.1%

3.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

プライバシーに配慮した取材や報道

犯罪被害者等の安全確保（仕返しの防止）

犯罪を防ぐための施策の充実

カウンセリングやその他の保健・医療サービスの

充実

損害の回復や経済的支援

犯罪被害者等のための相談・支援体制の充実

犯罪被害者等の人権について、市民一人ひとりが

理解と認識を深める

犯罪被害者等に接する警察署員等に対する教育の

充実

犯罪被害者等の人権を守るための啓発活動の充実

その他

わからない

犯罪被害者等の人権を守るために必要だと思うこ

とは特にない

無回答
全体（ｎ=998）

項目 度数 比率

プライバシーに配慮した取材や報道 583 58.4%

犯罪被害者等の安全確保（仕返しの防止） 384 38.5%

犯罪を防ぐための施策の充実 296 29.7%

カウンセリングやその他の保健・医療サービスの充実 263 26.4%

損害の回復や経済的支援 210 21.0%

犯罪被害者等のための相談・支援体制の充実 206 20.6%

犯罪被害者等の人権について、市民一人ひとりが理解と認識を深める 165 16.5%

犯罪被害者等に接する警察署員等に対する教育の充実 118 11.8%

犯罪被害者等の人権を守るための啓発活動の充実 48 4.8%

その他 5 0.5%

わからない 118 11.8%

犯罪被害者等の人権を守るために必要だと思うことは特にない 21 2.1%

無回答 31 3.1%

回答者数 998

回答計 2448
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問 25 性別クロス 

 犯罪被害者やその家族の人権を守るために必要だと思うことについて性別でみると、最も回答の

多かった「プライバシーに配慮した取材や報道」を選んだ 583 人のうち、「男性」が 42.5％、「女

性」が 54.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

41.2%

42.5%

41.4%

42.9%

33.1%

48.3%

47.9%

50.0%

43.2%

40.0%

46.6%

66.7%

35.5%

56.4%

54.4%

54.9%

52.9%

63.1%

49.2%

50.3%

47.9%

53.9%

60.0%

50.0%

33.3%

51.6% 12.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

犯罪を防ぐための施策の充実（n=296）

プライバシーに配慮した取材や報道（n=583）

犯罪被害者等の安全確保（仕返しの防止）（n=384）

損害の回復や経済的支援（n=210）

カウンセリングやその他の保健・医療サービスの充

実（n=263）

犯罪被害者等に接する警察署員等に対する教育の充

実（n=118）

犯罪被害者等の人権について、市民一人ひとりが理

解と認識を深める（n=165）

犯罪被害者等の人権を守るための啓発活動の充実

（n=48）

犯罪被害者等のための相談・支援体制の充実

（n=206）

その他（n=5）

わからない（n=118）

犯罪被害者等の人権を守るために必要だと思うこと

は特にない（n=21）

無回答（n=31）

男性（n=425） 女性（n=542） その他（n=2） 答えたくない（n=12） 無回答（n=17）

項目（度数） 全体 男性 女性 その他
答えたく
ない

無回答 項目（比率） 全体 男性 女性 その他
答えたく
ない

無回答

犯罪を防ぐための施策の充実 296 122 167 0 4 3 犯罪を防ぐための施策の充実 12.1% 41.2% 56.4% 0.0% 1.4% 1.0%

プライバシーに配慮した取材や報道 583 248 317 0 9 9 プライバシーに配慮した取材や報道 23.8% 42.5% 54.4% 0.0% 1.5% 1.5%

犯罪被害者等の安全確保（仕返しの防止） 384 159 211 1 9 4 犯罪被害者等の安全確保（仕返しの防止） 15.7% 41.4% 54.9% 0.3% 2.3% 1.0%

損害の回復や経済的支援 210 90 111 2 3 4 損害の回復や経済的支援 8.6% 42.9% 52.9% 1.0% 1.4% 1.9%

カウンセリングやその他の保健・医療サー
ビスの充実

263 87 166 1 7 2
カウンセリングやその他の保健・医療サー
ビスの充実

10.7% 33.1% 63.1% 0.4% 2.7% 0.8%

犯罪被害者等に接する警察署員等に対す
る教育の充実

118 57 58 1 2 0
犯罪被害者等に接する警察署員等に対す
る教育の充実

4.8% 48.3% 49.2% 0.8% 1.7% 0.0%

犯罪被害者等の人権について、市民一人
ひとりが理解と認識を深める

165 79 83 0 1 2
犯罪被害者等の人権について、市民一人
ひとりが理解と認識を深める

6.7% 47.9% 50.3% 0.0% 0.6% 1.2%

犯罪被害者等の人権を守るための啓発活
動の充実

48 24 23 0 0 1
犯罪被害者等の人権を守るための啓発活
動の充実

2.0% 50.0% 47.9% 0.0% 0.0% 2.1%

犯罪被害者等のための相談・支援体制の
充実

206 89 111 1 1 4
犯罪被害者等のための相談・支援体制の
充実

8.4% 43.2% 53.9% 0.5% 0.5% 1.9%

その他 5 2 3 0 0 0 その他 0.2% 40.0% 60.0% 0.0% 0.0% 0.0%

わからない 118 55 59 0 1 3 わからない 4.8% 46.6% 50.0% 0.0% 0.8% 2.5%

犯罪被害者等の人権を守るために必要だと
思うことは特にない

21 14 7 0 0 0
犯罪被害者等の人権を守るために必要だと
思うことは特にない

0.9% 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 31 11 16 0 0 4 無回答 1.3% 35.5% 51.6% 0.0% 0.0% 12.9%

回答者数 998 425 542 2 12 17 回答者数

回答計 2448 1037 1332 6 37 36 回答計
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問 25 年代別クロス 

 犯罪被害者やその家族の人権を守るために必要だと思うことについて年代別でみると、最も回答

の多かった「プライバシーに配慮した取材や報道」を選んだ 583のうち、「60～69歳」が 24.7％と

最も多く、次いで「50～59 歳」が 20.6％、「70歳～」が 19.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

項目 全体
18～29
歳

30～39
歳

40～49
歳

50～59
歳

60～69
歳

70歳～ 無回答 項目（比率） 全体
18～29
歳

30～39
歳

40～49
歳

50～59
歳

60～69
歳

70歳～ 無回答

犯罪を防ぐための施策の充実 296 25 34 59 50 77 50 1 犯罪を防ぐための施策の充実 12.1% 8.4% 11.5% 19.9% 16.9% 26.0% 16.9% 0.3%

プライバシーに配慮した取材や報道 583 45 62 88 120 144 116 8 プライバシーに配慮した取材や報道 23.8% 7.7% 10.6% 15.1% 20.6% 24.7% 19.9% 1.4%

犯罪被害者等の安全確保（仕返しの防止） 384 21 42 65 68 102 82 4 犯罪被害者等の安全確保（仕返しの防止） 15.7% 5.5% 10.9% 16.9% 17.7% 26.6% 21.4% 1.0%

損害の回復や経済的支援 210 14 26 36 50 48 34 2 損害の回復や経済的支援 8.6% 6.7% 12.4% 17.1% 23.8% 22.9% 16.2% 1.0%

カウンセリングやその他の保健・医療サー
ビスの充実

263 29 32 46 60 57 36 3
カウンセリングやその他の保健・医療サー
ビスの充実

10.7% 11.0% 12.2% 17.5% 22.8% 21.7% 13.7% 1.1%

犯罪被害者等に接する警察署員等に対す
る教育の充実

118 10 15 18 28 31 16 0
犯罪被害者等に接する警察署員等に対す
る教育の充実

4.8% 8.5% 12.7% 15.3% 23.7% 26.3% 13.6% 0.0%

犯罪被害者等の人権について、市民一人
ひとりが理解と認識を深める

165 7 12 17 29 34 63 3
犯罪被害者等の人権について、市民一人
ひとりが理解と認識を深める

6.7% 4.2% 7.3% 10.3% 17.6% 20.6% 38.2% 1.8%

犯罪被害者等の人権を守るための啓発活
動の充実

48 3 2 7 7 12 17 0
犯罪被害者等の人権を守るための啓発活
動の充実

2.0% 6.3% 4.2% 14.6% 14.6% 25.0% 35.4% 0.0%

犯罪被害者等のための相談・支援体制の
充実

206 10 12 28 46 58 48 4
犯罪被害者等のための相談・支援体制の
充実

8.4% 4.9% 5.8% 13.6% 22.3% 28.2% 23.3% 1.9%

その他 5 1 1 0 1 1 1 0 その他 0.2% 20.0% 20.0% 0.0% 20.0% 20.0% 20.0% 0.0%

わからない 118 7 7 16 21 24 38 5 わからない 4.8% 5.9% 5.9% 13.6% 17.8% 20.3% 32.2% 4.2%

犯罪被害者等の人権を守るために必要だと
思うことは特にない

21 1 1 2 3 3 11 0
犯罪被害者等の人権を守るために必要だと
思うことは特にない

0.9% 4.8% 4.8% 9.5% 14.3% 14.3% 52.4% 0.0%

無回答 31 0 2 2 2 8 14 3 無回答 1.3% 0.0% 6.5% 6.5% 6.5% 25.8% 45.2% 9.7%

回答者数 998 65 95 152 185 252 233 16 回答者数

回答計 2448 173 248 384 485 599 526 33 回答計

8.4%

7.7%

5.5%

6.7%

11.0%

8.5%

4.2%

6.3%

4.9%

20.0%

5.9%

4.8%

11.5%

10.6%

10.9%

12.4%

12.2%

12.7%

7.3%

4.2%

5.8%

20.0%

5.9%

4.8%

6.5%

19.9%

15.1%

16.9%

17.1%

17.5%

15.3%

10.3%

14.6%

13.6%

13.6%

9.5%

6.5%

16.9%

20.6%

17.7%

23.8%

22.8%

23.7%

17.6%

14.6%

22.3%

20.0%

17.8%

14.3%

6.5%

26.0%

24.7%

26.6%

22.9%

21.7%

26.3%

20.6%

25.0%

28.2%

20.0%

20.3%

14.3%

25.8%

16.9%

19.9%

21.4%

16.2%

13.7%

13.6%

38.2%

35.4%

23.3%

20.0%

32.2%

52.4%

45.2%

4.2%

9.7%
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犯罪を防ぐための施策の充実（n＝296）

プライバシーに配慮した取材や報道

（n＝583）

犯罪被害者等の安全確保（仕返しの防止）

（n＝384）

損害の回復や経済的支援（n＝210）

カウンセリングやその他の保健・

医療サービスの充実（n＝263）

犯罪被害者等に接する警察署員等に対する教

育の充実（n＝118）

犯罪被害者等の人権について、市民一人ひと

りが理解と認識を深める（n＝165）

犯罪被害者等の人権を守るための啓発活動の

充実（n＝48）

犯罪被害者等のための相談・支援体制の充実

（n＝206）

その他（n＝5）

わからない（n＝118）

犯罪被害者等の人権を守るために必要だと思

うことは特にない（n＝21）

無回答（n＝31）

18～29歳（n=65） 30～39歳（n=95） 40～49歳（n=152） 50～59歳（n=185）

60～69歳（n=252） 70歳～（n=233） 無回答（n=16）


